
s/ 
ぺ（�）!:Gr医三�（月曜日）昭和5 1年6月7日罰

うこつの
凶連出回関があり、ζう
ル博士の「中肉の図進各鐙員会
社記者や
アルパニア大
使など
検
局してみると、
中国のタテマ

して
ウィーンは、
ニュlヨー
に

おげる
彫努力」ス
ハイデルベ
n中
岡地Fが捌って出席し、
私
エと災際行必と
の混一般が目立つ

ク、
ジzネlブに次いでH第三
ルク大学のU・ヴアイス
教授の
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また、中間は自

の国連都市Nになろうとしてい
「関連と中闘の
世界経済におけ
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石
油他出回以
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・xlストりア中国研
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中
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中尉の主
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来世界を
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院必の
闘は、
国巡に
鯵加した殿初の総
入れられないケlス、
中尉の滋
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（関連貿易関預金
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油

輸出同級
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「凶速と中山幽の国
際法に
なわず
会で喬冠
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席代政や賀
郡次席
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ソ非情却にも
かかわらずソ

滋）
などの的投機関でも中闘の
い。
ζの点で、
今回のシンポジ
ンにある）。
ζのさつな
方向
る液晶開」、
それに私の「アジア
代泌が「中闘は第三世界に泌す
巡の主間以が返
りい制い場合などに

狐自の立
場を主間以し、
また、
I
ウムはきわめてユニークなおみ
は、
オーストリアがハンガリー・の燐凶から見た中閣の
国連政
る」
と談明して
以来、
いわゆる
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投票はもとより
お劫そのも

LO
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やチzコ、ュ1ゴなど東欧社会
主とりつ五つの
建国を中心に
警一世界外交の大切な舞台とし
のげ比も
読しないとと（Z
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文出様
ではなぜ、ζのレιvつなシンポ
主お聞に
閉まれたかたちのρ中
おとなわれた。
そとでの中同そ
て箇述を飯拐し、
また同時に周
回M曲三万一司丘一口口一口
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WHQ（依田川
保健機構）、
ジウムがウィーンで似されたの
立同Hである
市命によっても、
のものについての惚織は、
日窓
巡にたいして数々
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ヮルトハイム凶違和白
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事件をどう見るか、
日中関

連の各専門
績にも
第してい
マリア・テレサ
事の
時代以

同出身で
あるという当
事
豊
富をぬぐえず、
かなり抽象的

中
嶋

嶺
雄

係の将来はどうか、
北方領土問

る。

来、
「東方外さに縫い服史を
によョても、
さらに強められる
な議論が多かったが、
ォlスト
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音ソ・日中関係についてど

それだけに、
中国の国連での
むし、
私は今凶、
ウィーン到明日
であろう。
、

リァ、
ドイツというように、ソ
ζんだ。
しかし、一方、
パング
う将えるか、
といった質問が終

行動については、
十分な分析と
早々
に古い伝統を有するウィ1
とうした前提において、
「中
速の膨桜主義に直面してきた盤
ラデシュ一淑認をめぐ
る中閣の拒
中した。

検討が加えられてしかるべさで
ン外交アカデミーで「日本から
間と凶速」という凶際シンポジ
史的経
験を
もっためで
あろう
杏織発動問

趨や山由闘の過度の反
ζうして私のウィーン滞在は

あろうか、
とれまで、
ζの
よっ
見たアジアの凶
際関係」につい
ウムがウィーンで関かれたので
か、
ζれらの研宛者は関連内外
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最近のアンゴラ問題で
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ちょうどウ

なテlマで問
川闘が考えられたこ
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音楽の都
あった。

での中国の反
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場合も多く、
ζの点で中国の関
ウィーン・シンフゴ一カの演出持

してのみ過去に激しく治じられ
ィlンには現在、
すでにUNI
Zック研宛ぬの「中闘の対国逮
シュワルツェンペルク宮殿で関
連外交はジレンマに直面してい

宇桑しめたとととともに、
印象

はしたものの、
中閣が
凶速に診
DO（
霊工業開
義昭、
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後身の
程」、ハンブルグ・ア
かれたレセプシコンには、
従オ
る。
また、
中同の国連の各
賞
的
菱自であった。

加してからは、一般ぬとしてし
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（閣僚原子力機関）
とい
ジア研
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中川同大使
以下、新治
会での投渓
行動の記録を詳細に
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間際会議の多い乙の頃である

が、
去る五月二十二、二十三日

の州日、
ウィーンで開かれた

「中阪と悶述」
と悶ずる嗣際シ

ンポジウムは、
きわめてユニー

クなものであった。
ζのシンポ

ジウムはオーストリア中間研mm

院が主催し、
西ドイツ、
オース

トリアの学者に交えて回本から

拡が招
かれて
多加した。
ζのよ

うに独・喫・日一ニカ闘のシンポ

ジ
ウムという一
も珍しいが、
テ

ーマが「中間と凶
涯というの

も、
いままでに例がないさつに

患っ。締知のよつに、
中同は一九七

一年秋の密一

十盃副
議会で

閤述に劇的な
倭加を遂げたが、

それ以来はや五年になるっとし

ている。
との問中岡は、
閣遮総

会
や安保
磁察会で京大関の一つ

として汚矧しているばか
りか、

たとえば一九七四年将の同連資

源特別総会での邸小平副
脱が大

いに注目されたように、
人口、

食板、
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